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地域医療白書 第 5 号 これからの地域医療を担う人たち 

〜場や人をつなぐ医療人育成時代に向けて〜 発刊！ 

 

地域医療白書編集委員会 編集委員長 

松村 正巳 

 この春、本学地域医療白書編集委員会は、地域医療白書 第 5 号

「これからの地域医療を担う人たち 〜場や人をつなぐ医療人育成

時代に向けて〜」を発刊しました。「未来の社会や地域を見据え、多

様な場や人をつなぎ活躍できる医療人の養成」。これは、令和 4 年

度改訂版「医学教育モデル・コア・カリキュラム」における、医学・

歯学・薬学教育のキャッチフレーズです。医療を取り巻く環境は大

きく変化しています。予想を超えて進む少子化、高齢社会から超高

齢社会への変遷、人口の偏在、働き方改革、かかりつけ医制度など、

様々な要因が存在します。また、新型コロナウイルス感染症という

新興感染症も加わりました。上記のキャッチフレーズですが、これ

までと同じ教育では、これからの社会と医療のニーズには対応できないことを意味していると思います。

医療は、医師を呼ぶのは患者という構造ゆえ、患者側のニーズが大きく変化し、それに合わせて医療側も

変わってゆく必要があります。例えば、多疾患併存患者の診療に各々の臓器別専門医を確保するのは、地

域医療においては不可能です。そのような中、総合診療専門医が 19番目の専門医として制度化されまし

た。また、地域医療構想では、地域における医療連携等が再構築されつつあります。 

 未来の社会や地域を見据え、多様な場や人をつなぎ活躍できる医療人の養成が、医学教育における指

針とされる中、本白書では、場や人をつなぐ医療人の視点から、地域医療を担う人たちについて、歴史を

辿り、現状の分析を試みました。総合診療、地域医療に係わる医師はもちろん、地域医療に参加する住民

も取り上げています。また、公衆衛生行政の関係者、地域医療に係わる看護職、特定行為に係る看護師の

研修制度、そして地域医療政策もテーマとしています。 

 一方、これまでに行った地域医療フォーラムから得られた知見を総括すると、地域医療の課題解決に

は、「自助と互助の精神」、「医療従事者・行政・住民の対話、ビジョンの共有」、「情報共有のための ICT



の利活用」、「地域で働く意義の再考と環境整備」、「病院最適の医療から地域最適の医療」、「地域包括ケア

を通じて地域を耕す」などがあげられます。自助、互助の精神を基にした公共哲学が広がり、情報の共有

という視点から ICT をさらに利活用しつつ、場や人がつながってゆけば、解決できる課題も少なくない

はずです。多様な場や人をつなぐ医療人の育成が、これからの地域医療の鍵であることに間違いはない

でしょう。本学が開学以来目指してきた医療人の育成と同じ概念だと思います。 

本書は、これから医学・医療を志す若人、医学生、看護学生、医療と行政関係者、地域にお住まいの

方々を含め、多くの方に資する白書を目指しました。皆様のご参考になれば幸いです。 

 

https://www.zuisousha.co.jp/book6/978-4-88748-417-7.html 
 

地域医療オープン･ラボNews Letter原稿募集 
地域医療オープン・ラボでは、自治医大の教員や卒業生の研究活動を学内外へ発信するため
に、「自治医科大学地域医療オープン・ラボNews Letter」を定期的に発行しています。
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